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要約
　本稿は美作地域における － 津山市が中心になるが － 釈放受刑者の更正事業、貧民救助、旅
人の保護救済、生活困窮者の医療、要保育児童福祉、養老事業を、それが仏教者の社会事業とし






　 　In this study note, Buddhist regional social welfare such as support for the prisoners 
who were set free by the Japanese Emperor's death,economically poor people, travelers who 
became sick, people who were sick or wounded, young children who needed care and old men 
are mentioned as historical roots toward modern regional social welfare.This study is from 
the viewpoint of an organized network of Buddhist and local administrators and habitants.
It is a hybrid of the initial social welfare landscape of friendship, charity, humanism,and 



















































































期にあたる時代でもあった。昭和 12 年には支那事変が起き、15 年以降の大東亜戦争の中で、直
接税中心の税体系を含む、中央集権的な行財政制度と官僚支配機構（1940 年体制６）が登場する。
　時代は前後するが、大日本帝国憲法が発布された明治 22 年には、津山郵便局の電信事務が開














　大正 4 年には、苫田郡羽出村（現在の津山農業協同組合の西谷発電所と思われる － 筆者）に、

































































の収入があったのが、昭和 7 年には、5 分の 1 の 20 万円に減少し、逆に負債は金融機関や高利
貸しから、1 戸当たり年間 1000 円に上ったとされている。漁村も似たりよったりの状況で、食
べるものに事欠くようになった農漁村は、欠食児童や女子の身売りが、深刻な問題になった。中
国地方では、状況はそれほどでもなかったようだが、岡山県下には、教育が受けられない児童が、
7000 人もいたといわれる。また、津山市では、欠食児童 130 名に対し、県から支給される 1 人 4 




















































































し、日本女子大学国文科を卒業後の 1931 年、日本共産党に入るなどの活動を経て、1938 年には
郷里の岡山県に戻り西日本製紙に勤務する。









































































大本山知恩院の末寺で、慶長 8 年（1603 年）信州川中島から津山藩主として入国した森忠政に
従って来た旧領美濃国の金山涅槃寺住職前蓮社眼誉が南新座に創建した覚王山涅槃寺からはじま
るとされる。西寺町の現在地に移ったのは、慶長 14 年（1609 年）で、森氏は 4 代で断絶したが、











































































































































































































































































12 年には三井銀行の会長になっていたことと関係している。戦時中の昭和 18 年には、帝国銀行
の頭取になった偉人である。























　以上、美作地域における － 自修会に参画した寺院が美作地域一円に亘るために － 、と言っ
ても中心は釈放受刑者の更正事業、貧民救助、旅人の保護救済、生活困窮者の医療、要保育児童
福祉、養老事業を、それが仏教者の社会事業として展開されたが、地域福祉の源流の形成とも言



































た。これが、維新後の明治 5 年に、津山懲役場と改称され、津山県が管理した。明治 10 年には津山懲役署、
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